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◎中島家住宅竣工式
１月 30日、関係団体や施工業者、
地域住民などが集まり、中島家住
宅竣工式が行われました。
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文
化
財
保
存
修
理
工
事
は
一
般
的
な
改
修
工
事
と
は
全
く
異
な
り
、
建
物
の
解
体
で
は
部
材
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に

取
り
外
し
、
再
利
用
で
き
る
部
材
に
番
号
を
付
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
作
業
は
工
期
を
考
え
る
と
効
率

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
建
物
の
組
立
に
お
い
て
部
材
を
再
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
長
い
年
月
か
け
て
同
じ
部

材
が
使
い
続
け
ら
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
な
価
値
を
保
つ
た
め
の
必
要
不
可
欠
な
作
業
で
す
。
中
島
家
は
総
事

業
費
４
億
６
８
５
２
万
円
（
国
や
県
の
補
助
を
受
け
、
町
の
実
質
負
担
額
は
約
４
０
０
０
万
円
）、
解
体
に
約
２
年
、

組
立
て
に
約
３
年
を
費
や
し
、
屋
根
瓦
の
葺
替
え
や
腐
っ
て
使
え
な
く
な
っ
た
部
材
の
取
替
え
、
土
壁
の
作
り
直
し

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
保
存
修
理
工
事
を
通
じ
て
、
中
島
家
は
建
て
ら
れ
た
当
初
よ
り
増
改
築

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
建
築
当
時
の
姿
へ
戻
す
復
原
工
事
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

柱の修理土壁の塗替え

瓦の取り替え地震への取り組み彦
山
川

添田町
役　場

めんべい
添田町
工場

土器橋

ＪＡ田川

至英彦山方面

スーパー

行
橋
添
田
線

34

至大任町

  

添
田
警
部
交
番    

消
防
署
添
田
分
署

中島家
住宅

添田郵便局

駐車場

からあげ店

添
田
駅

岩瀬橋

添田中学校

添田
公園駐車場

↑組み上げられた小舞

1 復原後の中島家住宅。おみせ部分は跳ね上
げ戸へ変わりました　2 仏間から望む座敷
の違い棚　3 ２階和室の様子　4 岩石山を
借景とした庭園。今後は広い庭園の整備も検
討します　5 復原後の中島家住宅図　6 開
かれた中門　7 庭園側から見た中島家住宅
8 主屋横に鎮座する醤油蔵・酒蔵。入り口は
酒蔵のみで醤油蔵へは酒蔵を抜けないと行
けない作りとなっています

　

文
化
財
と
い
う
国
民
共
通
の
財
産
を
後
世
へ
大
切
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
次
の
日
程
で
一
般

公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。
部
材
の
再
利
用
な
ど
に
よ
り
感
じ
ら
れ
る
江
戸
時
代
の
生
活
様
式

を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
大
字
添
田
１
８
６
０
番
地

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
な
ど
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
事
前
申
込
み
不
要
で
す
が
、
状
況
に
よ
り
入
場
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
対
応
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
お
車
で
お
越
し
の
場
合
、
駐
車
場
は
中
島
家
住
宅
前
の
空
地
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
台
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
満
車
の
場
合
は
添
田
公
園
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　文化財の保存修理工事では、その価値
を保ち続けるために、基本的に現在使わ
れている材料がそのまま利用できるか
一つずつ確認します。そして、材料の一
部が悪い場合は、その部分だけを切り取
り、新たな材料を取り付けて再び利用し
ます。柱も大部分で補修を行い、再利用
しました。

　土壁は何度も繰り返し、土を塗って作
り上げます。壁の芯（一番内側）となる部
分を小

こま い

舞（竹を縦と横に縄で組んだも
の）と呼び、その上に、藁

わら

を練り込んだ土
を塗っていきます。小舞を組み、藁を入
れることで、ねばり気が強くなり、土が
落ちにくく、しっかりとした土壁ができ
ます。　

　約9,000枚の瓦が主屋で使われていま
したが、このうち約3,000枚は、割れたり
欠けたりして使えませんでした。足りな
い分は、現在使われている瓦で型を取り、
新しい瓦を作り直しました。屋根の鬼瓦
には安政６年のへら書きがあり、主屋の
建築年代を考える上で貴重なものです。
また、鬼瓦には中島家の屋号「綿」の文字
が刻まれています。

　中島家住宅は地震への備えが十分で
はなく、地震によって倒れる恐れがあり
ました。そのため、一部に鉄製の枠を取
り付け、地震への対策を施しました。な
お、できる限り、周りの風景に溶け込む
ように、色を工夫しています。一見した
だけでは分からないほど風景に溶け込
んでいますので、ぜひ、中島家で実物を
ご覧ください。

↑小舞の上に土を塗る作業 ↑根元が腐った柱（修繕前）↑腐った部分を補修します

↑補強材は柱と同色です ↑補強材を取り付ける作業 ↑点在する欠けた瓦（修繕前）

復原後の復原後の
　中島家住宅　中島家住宅

↑型どりに使われた瓦

復原後の
　中島家住宅

国
指
定
重
要
文
化
財
「
中
島
家
住
宅
」
一
般
公
開
の
お
知
ら
せ

茶の間

東縁

なんど

座敷縁

座敷

中の間

おみせ

土間

店の間仏間

西縁

14

3

8

7

2

6

5

問 役場まちづくり課歴史文化財係（☎82-1236）
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政治家の寄附行為は禁止されています

◉みんなで徹底しよう「三ない運動」
「三ない運動」とは、政治家の寄附について「贈らない、求めな
い、受け取らない」ということです。公職選挙法の寄附禁止の規定に
よって禁止されている行為をしないようにし、明るい選挙、お金の
かからない選挙を目指しましょう。

◉寄附行為は禁止されています。有権者が求めてもいけ
ません
公職選挙法では、選挙の有無に関わらず、政治家が選挙区内の

人に寄附をすることは禁止されています。また、選挙区内の有権
者が政治家に寄附を求めることも禁止されています。
　禁止されている主なものは、次のとおりです。
▷お祭への寄附や差入れ　▷地域のスポーツ大会への飲食物の差
入れ　▷秘書等が代理で出席する場合の葬式の香典　▷葬式の花
輪、供花　▷落成式、開店祝の花輪　▷入学祝、卒業祝　▷お歳
暮やお年賀　▷町内会の集会や旅行などの催物への寸志や飲食物
の差入れ

添
田
町
の
未
来
を
託
す
大
事
な
選
挙
の
投
票
日
が
決
ま
り
ま
し
た

添
田
町
の
未
来
を
託
す
大
事
な
選
挙
の
投
票
日
が
決
ま
り
ま
し
た

 
添
田
町
長
選
挙

添
田
町
長
選
挙

 

添
田
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

添
田
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　添田町選挙管理委員会が１月26日に開催され、任期満了に伴う
添田町長選挙（任期満了日：令和４年８月21日）と添田町議会議員一
般選挙（任期満了日：令和４年７月21日）を同時に行うことに決定
しました。

◉添田町長選挙および添田町議会議員一般選挙

　　　　　７月17日日　　　　　 ７月12日火
※投票時間や期日前投票期間などの詳細は、広報そえだ６月号に掲載
予定です。

▶選挙の豆知識
　投票できるのは、次の要件を満たした人です。
▷投票日当日に満18歳以上（平成16年７月 18 日以前に出生）の人
▷令和４年４月 11日以前から添田町に住所を有する人（令和４年
４月11日までに転入の届出をした人を含む）で、選挙人名簿登録基
準日（令和４年７月11日）現在、引き続き添田町に住民登録している
人
※投票所入場券が送付されても、投票する前に町外へ転出した人は投票
できません。

問 町選挙管理委員会（☎82-1231/役場総務課総務係内）

選挙期日 告示日

投票期日のお知らせ

の差入れ

広報誌「総務省」（2021 年 12月号）より

添
田
町
の
未
来
を
託
す
大
事
な
選
挙
の
投
票
日
が
決
ま
り
ま
し
た

添
田
町
長
選
挙

添
田
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
天
候
不
良
な
ど
の
影
響
に
よ
り
お
家
で
過
ご
す
機
会
が
増
え
て
い
ま
せ
ん
か

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
天
候
不
良
な
ど
の
影
響
に
よ
り
お
家
で
過
ご
す
機
会
が
増
え
て
い
ま
せ
ん
か

 

コ
ロ
ナ
禍
で
進
行
し
て
い
る
か
も

コ
ロ
ナ
禍
で
進
行
し
て
い
る
か
も

 

今
こ
そ
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
を

今
こ
そ
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
天
候
不
良
な
ど
の
影
響
に
よ
り
お
家
で
過
ご
す
機
会
が
増
え
て
い
ま
せ
ん
か

コ
ロ
ナ
禍
で
進
行
し
て
い
る
か
も

今
こ
そ
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
を

　フレイル（虚弱）とは、年齢を重ねることにより、心と体の活
力が衰える状態のことです。筋力低下などの身体的要因のほか、
認知機能の低下などの精神・心理的要因、外出する機会の減少な
どの社会的要因が複雑に重なって起こります。
　フレイルは、健康な状態と介護が必要な状態との中間の段階に
あたり、健康な人よりも要介護状態になるリスクが高いといわれ
ています。一方で、生活習慣の改善や適切な予防など早めの対策
を行うことで、健康な状態に回復することができます。

健常高齢者 要介護状態フレイル

要介護状態になる前の対策を

◉フレイルのサインはありませんか？
お家で過ごす機会

が増えている今、外

出がおっくうになり

テレビを見て座って

いる時間が長くなっ

たり、食事もついつ

い簡単なもので済ま

せたりしていません

か。もしかしたら「フ

レイル」が始まってい

るかもしれません。

◉フレイルの予防ポイント
フレイル予防で欠かせないのは、次の３つの要素です。
▶身体を動かす　家の中でもこまめに動く /運動、散歩する
▶しっかり食べ、歯と口の健康を守る　３食（主食・主菜・副菜）
　食べる /たんぱく質をしっかり摂る /歯磨き、義歯の手入れを
　する /歯科で口のチェックをする
▶人とのつながりを持つ　電話、手紙、メールを活用する /趣味
　やボランティア活動を行う

◉介護予防教室開催中
65 歳以上の人を対象として、筋力向上や認知症予防を目的に様々
な教室を、感染対策に配慮しながら実施しています。詳しくは役場
保健福祉環境課福祉・高齢者支援係（☎：82-1232）まで、気軽に問い
合わせください。

◉フレイル相談窓口
　地域包括支援センターは、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で
安心した生活を続けられるように支援する地域の総合相談窓口で
す。気軽に相談してください。

□ 半年で２Kｇ以上の体重減少　

□ 歩くのが遅くなった  □ 筋力が低下した

□ 疲れやすくなった　

□ 風邪をひきやすくなった

□ 軽い体操や運動をする習慣がない

フレイルチェック
※３つあてはまったら要注意です！

問 町地域包括支援センター（☎41-3888）
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産前産後の期間は
保険料が免除されます

ご存知ですか、国民年金のこと

日本年金機構

　日本年金機構ホームペー
ジでは、届出用紙がダウン
ロードできます。
記入方法も掲載されていま
すので、活用ください。

◉免除期間

　出産予定日または出産日が属する月の前月から
４か月間の国民年金保険料が免除されます。多胎

妊娠の場合は、出産予定日ま
たは出産日が属する月の３か
月前から６か月間の国民年金
保険料が免除されます。
※出産とは、妊娠85日（４か
月）以上の出産で、死産・流産・
早産を含みます。

◉産前産後期間の取り扱い

産前産後期間として認められた期間は、保険料
を納付したものとして老齢基礎年金の受給額に反
映されます。

◉対象者

国民年金第１号被保険者で、出産日が平成31年
２月１日以降の人

◉届出期間

出産予定日の６か月前から

◉必要書類

▶出産前に届出する場合
　＝母子健康手帳
▶出産後に届出する場合
　＝原則不要

自慢の商品を出品してみませんか

　道の駅歓遊舎
ひこさんに、あ
なたの商品を出
品してみません
か。令和４年度
の出品者の募集
を行います。
◉応募資格

　町内在住者
◉受付期間　４月１日金～30日土
※新規出品希望者には、後日説明会を行います。
※手続きの受付時間は９時から17時までです。
▶受付・問い合わせ 
　歓遊舎ひこさん（☎ 47-7039)

ピックアップ  　　　　　  まちのお知らせ＆情報

INFORMATION

問 役場住民課保険年金係

　 （☎ 82-5966）

※被保険者と子が別世帯の
場合は、出生証明書など出
産日と親子関係を証明でき
る書類が必要です。

歓遊舎ひこさん
新規出品者を募集します

　ナンバープレートが付いたままで放置してい
る原動機付バイク（50 ～ 125 ㏄）やトラクター
がある人は、３月 31日木までにナンバープレー
トと印鑑を持って、役場住民課税務・滞納対策
係までお越しください。廃車手続きをせず放置
していると、令和４年度も税金がかかりますの
で早めの廃車手続きをお願いします。
問 役場住民課
　 税務・滞納対策係
　（☎ 82-1234）

廃車手続きは３月 31 日までに

乗れなくなった原付バイクなどはありませんか

妊
た
月
保
※
月
早

ムペー
ダウン

ていま
い。

場合

場合

金係

世帯の
など出
明でき

᷻
給
付
型
奨
学
金
᷼
田
川
市
郡
で
一
斉
に
取
り
組
む

添
田
町
奨
学
金

᷻
給
付
型
奨
学
金
᷼
町
独
自
の

添
田
町
佐
藤
知
也
給
付
型
奨
学
金

᷻
無
利
子
貸
与
型
奨
学
金
᷼

添
田
町
育
英
資
金

᷻
給
付
型
奨
学
金
᷼
町
独
自
の

添
田
町
中
山
麻
子
給
付
型
奨
学
金

教育のひろば教育のひろば 奨学金のお知らせ奨学金のお知らせ教育のひろば 奨学金のお知らせ

▶修業期間が４年間以上の大学に進学、
　在学している学生
▶高校３年時の成績評定平均が4.0以上の人
▶保護者等が２年以上、添田町に在住し
　ている世帯の人
▶町民税所得割額の世帯合計が12万６千
　円未満であること
▶町税、その他使用料（給食費、保育料、
　住宅家賃、水道料）の滞納がないこと

問 教育委員会学校教育課（☎82-5963）

受給資格

奨学金額　　月額３万円

受給資格

奨学金額

受給資格

田 川市と郡内各町村が締結した田
川広域定住自立圏形成協定に基

づき創設された、返済義務のない給付
型奨学金です。

▶申請者本人または保護者が申請時に添
　田町に住所を有し、田川地区内に継続
　して１年以上住所があること
▶大学等（短大、専修学校専門課程、高
　専の４学年）に進学する人
▶24歳未満で高校３年時の成績評定平均
　が3.5以上の人
▶町民税所得割額の世帯合計が 12万６千
　円未満であること
▶町税、その他使用料（給食費、保育料、
　住宅家賃、 水道料）の滞納がないこと

採用人数　　年間２人まで
奨学金額　　月額３万円

採用人数　　年間３人まで

採用人数　　若干名

奨学金額　　月額２万円

採用人数　　年間６人まで

高 等学校以上の学校に進学する学生
で、経済的理由により修学が困難な

人に対する無利子の貸与型奨学金です。

▶添田町に２年以上住所を有している人
▶町税、その他使用料（給食費、保育料、
　住宅家賃、水道料）の滞納がないこと

※在学する大学の正規の修業期間。

添 田町の学生たちのために少しで
も役立ててほしいと、町出身の

佐藤知也さんから頂いた寄附金を基に
創設した、返済義務のない給付型奨学
金です。

家 庭の経済的な理由や新型コロナ
ウイルスによる経済状況の悪化

などで就学が困難となっている、意欲
ある本町の学生のために役立ててほし
いと、中山産婦人科医院長の中山麻子
さんから頂いた寄附金を基に創設した
返済義務のない給付型奨学金です。

※在学する大学等の正規の修業期間。

※在学する大学、大学院の正規の修業期間。

▶大学等（短大、専修学校専門課程、高専の
　４学年以上）に進学、在学している学生
▶高校３年時の成績評定平均が3.5以上の人
▶保護者等が２年以上、添田町に在住し
　ている世帯の人
▶町民税所得割額の世帯合計が12万６千
　円未満であること
▶町税、その他使用料（給食費、保育料、
　住宅家賃、水道料）の滞納がないこと

◉４つの奨学金の申請方法
　教育委員会学校教育課で配布の申請書類に必要
書類を添付し提出してください。
▶受付期間　４月１日金～４月28日木
※必要書類など、詳しくは問い合わせください。

入学支度金　 入学年度のみ10万円

受給資格

▶高等学校、またはこれと同程度の学校
◎奨学金　月額１万２千円以内
◎入学支度金　２万４千円以内
▶大学、短期大学（高等専門学校第４学
　年以上含む）または、専修学校（修業
　期間が２年以上の専門課程）
◎奨学金　月額２万２千円以内
◎入学支度金　６万円以内
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　町内各小学校で 10歳を迎えた小学４年生による二分の
一成人式が行われました。１月 28 日に行われた中元寺小
学校では授業参観で実施予定でしたが、新型コロナウイル
ス感染症対策として保護者は参観せずに、自宅や職場でス
マートフォンやパソコンからオンラインで参加しました。
画面越しに保護者が見守る中、最初に校長先生から４年生
一人ひとりに二分の一成人証書が手渡された後、児童はカ
メラの向こう側にいる保護者へ 10 年間育ててくれた事へ
の感謝と、将来の夢や、頑張ることなどの決意を表明しま
した。その後全員で、「大きくなるにつれて口ごたえや困
らせたりすることが増え、後悔することも多くなりました。
いつも言えない、素直な気持ち『ありがとう』。これからも、
よろしくお願いします」と大きな声で感謝を伝えました。

↓藤田校長先生から二分の一成人証書を手渡される児童

↑４年生全員で大切な家族へ10年間の感謝の気持ちを伝えました

人権相談の受付や啓発活動を行います
人権擁護委員

　人権擁護委員
として小島誠治
さん（町三）と伊
川典文さん（町
二）が令和４年１
月１日付けで、法
務大臣から人権
擁護委員に委嘱
されました。人権
擁護委員は毎月
第１、第３火曜日
にそえだジョイで行っている、相談無料の「心配ごと相談」
の受け付けや、人権に関する啓発活動を行っています。

添田町の安全を祈願しました
添田町消防団防災安全祈願

　２月13日に添
田町の１年間の
安全を祈願する
防災安全祈願祭
が行われました。
例年は消防関係
者など約30人で
行いますが、今
年はコロナ対策
のため、寺西町
長と梶原消防団
長のみで実施。梶原団長は「多発する災害に町と消防団が
連携し、町民の安全を守りたい」と力強く話していました。

10 年間の感謝と将来の誓いを発表
二分の一成人式

↑寺西町長㊥に報告に訪れた小島さん㊧と伊川さん㊨ ↑英彦山神宮奉幣殿で玉串奉納を行う寺西町長

まちのホットNews

　田川市郡８市町村は、国の定住自立圏構想に基
づき、定住自立圏を形成しています。定住自立圏
構想とは、各市町村の独自性を互いに尊重しなが
ら、連携して、地域の活性化に向けた取り組みを
推進していくもので、互いの役割分担の中で、定
住に向けた機能の充実や地域の魅力の向上を目指
すものです。この定住自立圏の形成に基づき平成
29年度に策定した、「第１期田川広域定住自立圏共
生ビジョン」が今年度末をもち終了するため、田川
市郡８市町村のさらなる振興・発展を目指し「第
２期田川広域定住自立圏共生ビジョン（案）」を作
成しましたので、この案を公表し、皆さんからの
意見を募集します。
※詳細は田川市のホームページをご覧ください。
（https://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）
▶公表方法　各役場で配布、郵送での配布（要電
　話申し込み）、ホームページに掲載

▶期限　３月18日金
▶意見を提出できる人　田川市郡８市町村内在住
　の人、通勤・通学している人など

▶意見の提出方法　指定の様式に必要事項を記入
　し、いずれかの方法で提出
　①意見提出箱（田川市役所１階）に投函

かん

　②田川
　市郡８市町村役場へ持参　③郵送　④電子メール

問 田川市経営企画課企画政策係（☎ 85-7101）

地域の魅力を向上させる意見を

第２期田川広域定住自立圏
共生ビジョン(案）への意見募集

３月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

脇田 実
みか

果ちゃん
３月２日生 ❶・真木

実果ちゃん、1歳のお誕生日お
めでとう！お兄ちゃん達と仲良
く遊んで沢山想い出を作ろうね！

前田 陽
ひより

依ちゃん
３月13日生 ❸・真木団地

お誕生日おめでとう♡♡
ブロッコリー・おしゃべり・変
顔が大好きです♡♡♡

宮下 桜
おうが

雅ちゃん
３月29日生 ❸・真木

☆遥夢にぃに・櫂吏にぃに、い
つも遊んでくれてありがと☆
♥ママ宇宙一大好き♥

①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先を下記アドレスまで送信してください。

koho@town.soeda.fukuoka.jp
送信先

４月生まれは、３月16日水
までに投稿ください！
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問 役場まちづくり課まちづくり推進係（☎ 82-5965）

　こんにちは。空き家対策推進員の髙瀨です。
　今回は、空き家対策以外に私が行っている
活動のご紹介です。
　「添田町知ってもらい隊」というまちづくり
団体で、移住や関係人口づくりを目標に、自
分たちでできるまちづくりを行おうという主
旨のもと集まったメンバーです。
　現在、地域おこし協力隊は私一人になりま
したが、まちづくり仲間の皆さんと一緒にこ
れからも色々な活動に取り組んでいきたいと
思います。
　メンバーも随時募集中です。関心のある方
はぜひ私にご一報いただくか、次のイベント
に足を運んでいただけたらと思います！

　　　　　　　　　　　　　 
                                        ～過去の活動～

令和２年 12 月　空き家ツアー 実施
令和３年 11 月　移住調査アンケート&

　　　　　 メダカすくいコーナー設置

添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信

Vol.㉗
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自
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官
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験

献血にご協力を
やさしさが
　笑顔をつくる

10時～12時30分
13時30分～16時
10時～12時30分
13時30分～16時　　 　♥とき　３月29日火

　　 　♥ところ　添田町役場
　　 　♥対象者 体重が50キロ以上の人で、
　　 　　男性 17歳～69歳　女性 18歳～69歳
　　　　※65歳以上の人は、60～64歳に献血経験
　　　　　がある人。
　　　　問 役場保健福祉環境課健康対策係（☎ 88-8111）

協力を

8111））

↑ 空き家ツアーのようす
  → 知ってもらい隊のメンバー

〇メンバー募集中です！
添田町知ってもらい隊のご紹介

堆
肥
を
無
料
で
提
供
し
ま
す

◉実験概要 ❶野田地域 ❷下町・伊原地域
実施日 10月19日、21日、22日 10月26～29日

実施区間
野田公民館 ⇔ 野田集落 

⇔ 貴船橋
デイリーヤマザキ田川添田店 

⇔ 中島家住宅前 ⇔ めんべい添田町工場
乗降者数 延50人 延132人

時速20km未満で公道を走行可能な電気自動車「グリーンスローモビリティ」

  実証実験の結果をお知らせします
　    問 役場まちづくり課まちづくり推進係（☎82-5965）

　町では、昨年10月に❶野田地域、❷下町・伊原地域でグリーンスローモビリティの実証実験を行いました。

◉アンケート結果（概要）
　アンケートでは乗ってみた感想、乗り心地、スピード感それぞれについて、8割以上の方に「満足」「快適」
「ちょうどよい」という答えをいただき、大変好評でした。また、免許の保有状況、返納の意識については、
保有者が 6割以上で、「まだ返納する気はない」という答えが半数以上でした。
◉今後について
　今回の実証実験は、町が運行している町バスや運行助成を行っている西鉄バスの停留所から少し遠く、バ
スが通るには道幅が狭い集落を結ぶ「２次交通」の検討として行いました。今後も、運行主体や運賃、運行
経路・本数など、年間を通じて安定・安全走行ができる地域交通を検討していきます。

生年月日 成年となる日 成年年齢
～ 2002 年４月１日 20歳の誕生日 20歳

2002 年４月２日～ 2003 年４月１日
2022 年４月１日

19歳
2003 年４月２日～ 2004 年４月１日 18歳

2004 年４月２日～ 18歳の誕生日 18歳

未来を担う若者の社会参加を促すため、民法が改正されます

  成年年齢が１８歳に引き下げられます
成年年齢は明治時代から20歳とされていましたが、選挙権年齢を18歳と定めるなど若者にも国政の重要な判断に参

加してもらうための政策が進められてきました。世界的にも成年年齢を18歳とするのが主流となっていて、日本でも18

歳以上を大人として扱うのが適当であるとされたことから、成年年齢が18歳に引き下げられることになりました。

令和４年４月１日から令和４年４月１日から令和４年４月１日から

れます
2020 ➡ ➡18182020 ➡ ➡1818

問 【契約に関すること】 役場地域産業推進課商工業振興係（☎82-5962）　
　 【婚姻など戸籍に関すること】 役場住民課戸籍住民係（☎82-1233）
　 【二十歳のつどいに関すること】 役場総務課総務係（☎82-1231）

◉「成年年齢」引き下げで “変わる” こと
▶契約　携帯電話の購入、アパートの賃貸、クレジットカードの作成、ローンを組んで自動車を購入するなど 
　のことが、親の同意がなくてもできるようになります。しかし、親の同意がない契約を簡単に取り消すこと
　はできなくなったりしますので注意が必要です
▶結婚年齢　女性の婚姻開始年齢が 18 歳になります（令和４年４月１日の時点で既に 16 歳の女性は、引き続
　き 18 歳未満でも結婚することができます）。男性は 18 歳から変更ありません
▶成人式　「二十歳のつどい」に名称変更し、これまで通り「開催年度に20歳になる人」を対象に１月に実施予
　定です
▶ 10 年有効のパスポートを作ること　など

◉「成年年齢」引き下げで “変わらない” こと
▶飲酒や喫煙、公営競技（競馬、競輪、オートレース、モーターボート競走）の年齢制限　お酒やギャンブル
　などは健康被害への懸念や依存症対策などの観点から、従来の年齢を維持することとされています
▶国民年金の加入義務年齢　など

◉「成年」になる “日”

速

実
  

時速
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●人　口　9,021 人（ー25人）
●男　性　4,247 人（ー10人）
●女　性　4,774 人（ー15人）
●世帯数　4,568世帯（ー８世帯）

人の動き １月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　３月15日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　３月９日水13時～、３月11日金 15 時～
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　３月８日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　３月８日火（10時～）、３月24日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

●出生　０人
●死亡 17 人
●転入 12 人
●転出 20 人

警察署からのお知らせ
● SNSに起因する犯罪被害を防止しましょう
　福岡県におけるSNSに起因する犯罪被害の約
93.5％が性的被害であり、そのうち約 90.8％の被
害者は中高生です。子どもにスマートフォンを持
たせるときには、フィルタリング（有害・不適切な
サイトやアプリの利用などを制限するサービス）
の設定など、家庭でルールをつくりましょう。

問 田川警察署（☎42-0110）

１月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 13（＋２） 13

　人身事故 １（ー１） １

　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 １（ー３） １

納期限のお知らせ
●３月31日木が納期限です
　▷後期高齢者医療保険料（９期）
問 役場住民課保険年金係（☎82-5966）

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
中
止
の
手
続

き
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
基
本
料
金
が

発
生
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

問
役
場
水
道
課
管
理
係

（
☎
82
―
５
９
６
１
）

　

総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎
年
労

働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
の
失
業
率
や
雇
用
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計
調
査

で
す
の
で
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
場

合
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
期
間　

３
月
〜
７
月

▼
調
査
地
区　

中
元
寺
地
区

問
福
岡
県
企
画
・
地
域
振
興
部
調
査

統
計
課
（
☎
092
―
651
―
１
１
１
１
）

　

津
野
）　

▽（
故
）
馬
場
洋
子
（
上

　

落
合
一
）　

▽（
故
）宮
﨑
武
和（
添

　

田
東
）　

▽（
故
）大
塚
悦
子（
伊
原
）

　

▽（
故
）神
﨑
正
成（
桜
橋
）

　
　
（
令
和
４
年
２
月
14
日
現
在
）

０
０
―
777
―
９
４
０
４
／
通
話
無
料
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽（
故
）川
本
勲（
上

　

九
州
電
力
送
配
電
株
式
会
社
で
は

カ
ラ
ス
の
営
巣
シ
ー

ズ
ン
に
合
わ
せ
て
、

毎
年
２
月
か
ら
５
月

ま
で
、
定
期
巡
視
を

行
っ
て
い
ま
す
。金
属

製
の
ハ
ン
ガ
ー
な
ど

で
電
柱
の
上
に
巣
を
作
る
と
、
停
電

に
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
電
柱
に
カ

ラ
ス
の
巣
を
見
つ
け
た
時
は
、
情
報

提
供
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
電
柱
に
オ
レ
ン
ジ
の
観
察
札
を
巻

い
て
い
る
も
の
は
、
確
認
済
み
で
す

の
で
連
絡
は
不
要
で
す
。

▼
連
絡
先　

九
州
電
力
送
配
電
株
式

　

会
社
田
川
配
電
事
業
所
（
☎
０
８

人
向
け
に
診
療
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
休
日
や
祝
日
も
含
め
て
、

24
時
間
体
制
で
看
護
師
が
相
談
者
の

症
状
を
聞
き
取
り
、
症
状
に
応
じ
て

医
療
機
関
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
を
お
持
ち
の
場
合
は
、

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
へ
の
相
談
を

お
勧
め
し
ま
す
が
、
か
か
り
つ
け
医

を
持
た
な
い
、
か
か
り
つ
け
医
で
の

対
応
が
難
し
い
場
合
は
、
診
療
相
談

窓
口
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
先　

後
遺
症
診
療
相
談
窓
口

　
（
☎
092
―
643
―
３
６
３
０
）

　

筑
豊
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
若
者
お
よ
び
就
職
氷
河
期

世
代
（
15
〜
49
歳
）
の
就
労
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日

10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
サ
テ
ラ
イ
ト
（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
田
川
１
階
）

▼
相
談
料　

無
料　

※
要
予
約

問
筑
豊
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
☎
０
９
４
８
―
26
―
３
０
３
１
）

　

３
月
、
４
月
は
新
生
活
の
ス
タ
ー

ト
時
期
で
す
。
引
っ
越
し
の
際
に
は

水
道
課
で
使
用
開
始
や
中
止
の
手
続

　

▽
福
岡
県
あ
す
ば
る
相
談
ホ
ッ
ト

　

ラ
イ
ン
／
９
時
〜
17
時
（
☎
092
―

584
―
１
２
６
６
）
▽
福
岡
県
配
偶

　

者
か
ら
の
暴
力
相
談
電
話
／
月
曜

　

〜
金
曜
17
時
〜
24
時
、
土
日
祝
日

９
時
〜
24
時（
☎
092
―
663
ー
８
７
２
４
）

　

▽
男
性
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
た
め
の
相

　

談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
／
水
曜
・
木
曜

17
時
〜
20
時
、
金
曜
12
時
〜
16
時

（
☎
092
―
571
―
１
４
６
２
）▽
Ｌ
Ｇ
Ｂ

　

Ｔ
の
方
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
相
談
ホ
ッ

　

ト
ラ
イ
ン
／
第
２
火
曜
12
時
〜
16

時
、第
４
火
曜
17
時
〜
20
時（
☎
080

―
２
７
０
１
―
５
４
６
１
）
▽
福

　

岡
県
警
察
の
犯
罪
被
害
相
談
「
心

　

の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」
／
月
曜

　

〜
金
曜
９
時
〜
17
時
45
分
（
☎
092

　

―
632
―
７
８
３
０
）
▽
性
暴
力
被

　

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ふ
く
お
か

　

／
24
時
間
年
中
無
休
（
☎
092
―
409

　

―
８
１
０
０
）

※
年
末
年
始
や
祝
日
、
お
盆
な
ど
は

休
み
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

福
岡
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
治
療

や
療
養
が
終
了
し

た
後
に
他
に
明
ら

か
な
原
因
が
な
く
、

倦
怠
感
や
咳
、
味
覚
・
嗅
覚
障
害
な

ど
が
続
く
と
い
っ
た
後
遺
症
に
悩
む

の
で
、
役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対

策
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
縦
覧
期
間　

４
月
１
日
金
〜
５
月

31
日
火
（
た
だ
し
、
土
日
、
祝
日

　

は
除
き
ま
す
）

▼
縦
覧
場
所　

役
場
住
民
課
税
務
・

　

滞
納
対
策
係

▼
対
象
者　

令
和
４
年
度
に
固
定
資

　

産
税
が
課
せ
ら
れ
る
人

問
役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

　
（
☎
82
―
１
２
３
４
）

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
と
は
、
配

偶
者
や
恋
人
な
ど
か

ら
受
け
る
暴
力
で
す
。

身
体
的
な
暴
力
だ
け

で
な
く
、
怒
鳴
る
、

脅
す
、
電
話
や
外
出

を
制
限
す
る
な
ど
も
暴
力
に
あ
た
り

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口　

▽
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー（
福
岡
県
田
川
保
健

福
祉
事
務
所
）／
月
曜
〜
金
曜
8
時

30
分
〜
17
時
15
分（
☎
42
―
４
８
５
０
）

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５
）

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
令
和
４
年
３

月
ま
で
、
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例

制
度
で
納
付
猶
予
さ
れ
て
い
る
人
に

は
、
３
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
る
ハ
ガ

キ
で
手
続
き
す
る
こ
と
で
、
４
月
か

ら
令
和
５
年
３
月
（
年
度
途
中
で
卒

業
す
る
場
合
は
そ
の
月
）
ま
で
の
免

除
を
申
請
で
き
ま
す
。
ま
た
、
４
月

か
ら
の
学
生
納
付
特
例
制
度
を
役
場

窓
口
で
申
請
す
る
場
合
、
４
月
１
日

以
降
で
な
け
れ
ば
手
続
き
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
住
民
課
保
険
年
金
係

　
（
☎
82
―
５
９
６
６
）

　

令
和
４
年
度
、
土
地
価
格
等
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
、
次

の
期
間
で
行
い
ま
す
。
固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）
の
状
況
や
価
格
な
ど

に
つ
い
て
、
対
象
者
は
縦
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
は

無
料
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

年
金
を
受
け

て
い
る
人
の
所

在
が
ひ
と
月
以

上
明
ら
か
で
な

い
と
き
は
、
そ

の
世
帯
の
人
は

所
在
不
明
に
つ
い
て
の
届
け
出
を
速

や
か
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提

出
先
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
で
す
。

届
け
出
後
、
受
給
権
者
本
人
の
健
在

を
確
認
し
所
在
が
不
明
な
場
合
は
年

金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
年
金
の
支
払
い
が
止
ま
っ
て

い
る
人
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た

と
き
は
、
年
金
の
受
け
取
り
を
再
開

す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
受
付
時
間

　

月
曜
＝
８
時
30
分
〜
19
時
、
火
曜

　

〜
金
曜
＝
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
、

　

第
２
土
曜
日
＝
９
時
30
分
〜
16
時

※
月
曜
が
祝
日
の
場
合
、
翌
開
所
日

は
19
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
祝
日（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、
12

月
29
日
〜
１
月
３
日
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

Information くらしに役立つ情報満載

お
知
ら
せ

引
っ
越
し
の
際
は

水
道
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

固
定
資
産
税
を

縦
覧
・
閲
覧
し
ま
す

水道で困ったときは
連絡してください
当番月 業者名 連絡先
４、９、２ ㈱森下組 ☎ 82-0174
５、10、３ ㈲畠田建設 ☎ 82-5857
６、11 ㈲筑添建設 ☎ 82-4661
７、12 安藤水工 ☎ 85-0527
８、１ ㈲毛利管工 ☎ 82-1023

年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
に

な
っ
た
ら
届
け
出
が
必
要
で
す

学
生
特
例
納
付
制
度
を

継
続
す
る
人
は

年
金

税
金

　令和４年度の水道当番
をお知らせします。漏水
や凍結など困ったときは
当番月業者にご連絡くだ
さい。水道メーターより
宅地側の修繕などは、個
人負担となります。

クアハウス休館
　清掃・施設点検などのため
　▶期間　３月 23 日水～ 27 日日
問 クアハウス （☎82-5061）

中
元
寺
地
区
で
、
３
月
か
ら

労
働
力
調
査
を
行
い
ま
す

配
偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
の
暴

力
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

新
型
コ
ロ
ナ
の
後
遺
症
に
お
悩

み
の
方
へ

電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ
け

た
ら
情
報
提
供
を

若
者
お
よ
び
就
職
氷
河
期
世
代

の
就
労
支
援
を
し
て
い
ま
す

子どもから大人まで、木の遊具、
木工体験など「木育」をテーマに楽
しみながら学べるイベントです。

▶と　き　３月１２日土・１３日日　　
　    　 10時～16時(13日は15時まで)
▶ところ　福岡県立英彦山青年の家
▶内　容　木製ホッケー、ジャングルジム、
　　　　　木の積み木、マイ箸作りなど
▶入場料　無料（別途、参加費が必要なコー
　　　　　ナーがあります)
※土足禁止の場所があります
ので上履きを持参ください。

問 ＮＰＯ法人アートもん
　 （☎ 090-5733-5997）

◉そえだDEあそぶ!学ぶ!ふれあう!

◉新型コロナウイルス感染症の影響により、広報そえだの掲載内容が
変更となる場合があります。ご理解とご協力をお願いします。

町バスからのお知らせ
　令和４年３月 12 日の JRダイヤ改正に伴う町バ
スの時刻変更はありません
問 役場まちづくり課まちづくり推進係（☎82-5965）



「
木
も
く
ま
つ
り
IN
そ
え
だ
」
が
３
月
12
日
〜
13
日

の
土
曜
・
日
曜
で
英
彦
山
青
年
の
家
で
行
わ
れ
ま
す
。

今
、
多
く
の
人
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
、
実
践

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
行
わ
れ
た
英
彦
山
参

道
マ
ル
シ
ェ
が
好
評
で
し
た
。
英
彦
山
の
守
静
坊
の
坊
舎
の
整
備
も
皆
さ
ん

の
手
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
と
言
う
気
運

の
高
ま
り
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
▼
住
み
や
す
い
・
住
み
た
い
ま
ち
を
標
榜

し
て
い
ま
す
が
、
と
に
か
く
「
居
心
地
の
良
い
添
田
町
」
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
人
と
人
が
優
し
い
ま
ち
で
す
。
ま
ち
も
一
緒
に
こ
の
流
れ
、
動

き
を
続
か
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
▼
そ
ん
な
時
、髙
瀨
舞
さ
ん（
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
）か
ら
、
上
津
野
公
民
館
報
「
か
み
つ
の
」
に
綴
ら
れ
た

貴
重
な
資
料（
記
録
）数
冊
を
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ガ
リ
版
刷
り
で
毎

月
１
日
発
行
記
事
集
め
か
ら
大
変
な
作
業
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
地

域
の
絆
を
繋
ぐ
た
め
頑
張
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
で
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
絆
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
▼
「
か
み

つ
の
」
No.
62
、
58
年
前
の
昭
和
39
年
３
月
１
日
発
行
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず

「
ご
卒
業
お
め
で
と
う
」
と
し
て
上
津
野
地
区
の
津
野
小
学
校
19
名
、
津
野
中

学
校
28
名
、
高
等
学
校
５
名
の
卒
業
者
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
公
民

館
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
し
て
「
結
婚
、
葬
儀
の
改
善
に
つ
い
て
」、「
来
年
度

運
営
委
員
の
選
出
」、「
郷
土
の
歌
募
集
」
な
ど
書
か
れ
て
い
ま
す
。
▼
そ
の

中
で
「
か
み
つ
の
」
の
反
響
と
い
う
一
文
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
紹
介
し
ま

す
。（
原
文
の
ま
ま
）『
沖
縄
、
石
川
市
城
前
小
学
校
長
仲
嶺
盛
文
氏
よ
り
〝
か

み
つ
の
〞
六
一
号
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
前
に
五
年
程
琉
球
政
府

の
社
会
教
育
主
事
を
つ
と
め
公
民
館
の
指
導
を
し
た
事
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
運
営
は
む
ず
か
し
い
と
い
う
経
験
を
も
っ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
か
み
つ

の
で
は
公
民
館
を
中
心
に
す
ば
ら
し
い
村
づ
く
り
を
し
て
お
ら
れ
る
、
頭
が

下
り
ま
す
。
別
便
で
一
弗
送
金
し
ま
す
か
ら
か
み
つ
の
公
民
館
の
御
用
に
し

て
下
さ
い
。〝
か
み
つ
の
〞
六
一
号
一
〇
部
送
っ
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。
こ
こ

の
社
会
教
育
主
事
に
く
ば
り
ま
す
。』
他
地
域
に
も
情
報
発
信
し
て
き
た
の
か
、

こ
の
よ
う
な
反
響
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
▼
こ
の
よ
う
に
、
み
ん
な
で
ま
ち

づ
く
り
は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
は
表
に
表
れ
て
な
い
よ
う
で
す
が
、
冒

頭
書
き
ま
し
た
よ
う
に
芽
は
出
て
い
ま
す
。
そ
し
て
連
綿
と
地
下
水
脈
で
続

い
て
い
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
は
そ
れ
を
呼
び
起
こ
し
ま
す
。
是

非
皆
さ
ん
一
緒
に
先
人
の
こ
の
思
い
を
再
び
、
変
わ
る
事
無
く
繋
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

令
和
４
年
３
月
号

そ
え
だ

2022

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広報

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

３

110th anniversary          of Soeda townyyyy    oooooooooooooo                  添田町町制施行110周年

添田町町制施行110周年となる今年度。広報そえだでは110年間
の歩みをお知らせしてきました。最終回となる今回は、平成 13
（2001）年から令和３（2021）年までの21年間です。

　

町
制
施
行
100
周
年

に
あ
た
る
平
成
23

年
、
未
来
の
添
田
町

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
庁

舎
壁
画
の
設
置
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、

町
で
は
住
民
が
参
加

で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。11
月
６
日
に
は
、

記
念
式
典
を
開
催
。「
つ
き
進
め
、
夢
あ
る

未
来
へ
〜
自
然
と
歴
史
の
ま
ち
づ
く
り
〜
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
元
気
な
添
田
町
」
へ
と

歩
き
出
し
、
令
和
３
年
４
月
に
町
制
施
行
110

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
添
田
町
第
６
次
総
合

計
画
に
掲
げ
た
、「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」

を
合
言
葉
に
、「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
住
み

続
け
ら
れ
る
・
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
を
目

指
し
ま
す
。

平
成
23
年
、

町
制
施
行
100
周
年

↑町制100周年ののぼり旗と庁舎壁画

↑
九
州
北
部
豪
雨
災
害
に
よ
り
不
通
と
な
っ
た

JR
日
田
彦
山
線（
平
成
29
年
）

←
英
彦
山
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
開
業（
平
成
17
年
）

４
月　

町
制
施
行
90
周
年
記
念
事
業
「
な
ん
で

　
　
　

も
鑑
定
団
」
公
開
録
画

　
　

８
月

英
彦
山
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

３
月　

ひ
こ
さ
ん
ホ
テ
ル
和
落
成
式

10
月　

英
彦
山
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
開
業

７
月　

上
津
野
地
区
に
河
川
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

３
月　

英
彦
山
中
学
校
・
津
野
中
学
校
閉
校
式

４
月　

町
制
施
行
100
周
年

４
月　

第
１
回
油
木
ダ
ム
桜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

10
月　

防
災
無
線
運
用
開
始

４
月　

歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

　
　
　

プ
ン

６
月　

熊
谷
真
実
さ
ん
そ
え
だ
ま
ち
観
光
大
使

　
　
　

就
任

７
月　

九
州
北
部
豪
雨
災
害
発
生　

JR
日
田
彦

　
　
　

山
線
（
添
田
〜
夜
明
間
）
が
不
通
に

７
月　

西
日
本
豪
雨
災
害
発
生

４
月　

町
制
施
行
110
周
年

10
月　

防
災
ラ
ジ
オ
運
用
開
始

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
17
年

平
成
19
年

平
成
23
年

平
成
26
年

平
成
29
年

平
成
30
年

平
成
22
年

令
和
３
年

平
成
28
年
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